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eaag易圏＠個師＂＂＂＇＂剖闘
関 係 法 令
SQDSSQI町包@AJD®
政 令
0住宅金融公庫法 施行令等の一部を改正す
る政令（286) 8 ・ 25
-17- 15) 
告 示
第286号
8 ・ 21
（注 ） 住宅金融公庫の貸付金の利率を引き上げ‘るこ
ととした。
郵便局における電報及び電話通話事務 の 窓
規 則
。人事院規 則 9 -17 （俸給の特別調整額）
の一部を改正する人事院規 則 （人事院9
諸
昭和62年度第4回富山大学トリチウム科学センター運
営委員会（持ち回り） ( 8月11日）
必』
� 
口 取扱時聞の一部を改正する件（郵政607) 8 ・ 6
官庁報告
人事院年 次 報告（業務状況報告） （内 閣） 8 ・ 5
議
（審議事項）
機種選定委員の委嘱について
＠ 退斤， 遅室の際に は， 戸締りの徹底・電気， ガス
の消 し 忘れ， タバコの吸慣の後始末に十分注意 し ，
盗難の防止・火災の予防に心がけま し ょ う グ
＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力 し ま し ょ
う グ
·�岨晦泡＂＂＂
学 事
�助邑揖＠
昭和63年度大学入学者選抜共通第1次
学力試験受験案内 の交付
昭和臼年 1月23 日（土）， 24 日（日） の両日 に わたっ て実施
さ れる昭和63年 度大学入学者選抜共通第1次学力試験
の 受験 案内が， 9月1 日（刈から交 付きれます。 富山県
内 の分 については， 本学の学生部入学主幹で一括して交
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付することに な っ て い ます 。
なお， 同試験に関する実施日 程等は， 次 の とおりで
す。
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昭和63年度国公立大学入学者選抜実施 日 程
共 通 第 1 次 学 力 試 験
受験案内発表， 配付開始
検定料納付
出願受付
確認はがき送付（出願内容確認）
受 験票 等 の 送 付
試 験 実 施
追試 験 実 施
年 月 日
昭和 6 2年 7月末日まで
9月1 日（刈から
原則として 9月1 日（火）
から10月31日（士）まで
10月26日（月）から
11月 6 日幽まで
11月下旬まで
12月下旬まで
12月15日（刈まで
昭和 6 3年
1月23 日仕） ・ 24 日（日）
1月25日（月）
1月30日（士）・31日（ll)
1月31 日（日）まで
2月1 日（月）から
10日（村ま で
2月20 日仕）まで
2月29日（月）又 は
3月1 日（刈から
（キ寺例として
2月28 日（日）から）
3月5 日（士）又は
3 月 6 日（日）から
（特例として
3月4日幽から）
3月7 日（月）以降
3月20 日（日）まで
各大学が実施する第 2次試 験｜ 実 施 要 項 発 表
（ 募 集 要 項 発 表〕
推薦入学 （共通第1次学力試験を課
きな い場合） の結果発表 （実施大学
だけ）
出 願 受 ⑨
2段階i盟友と推 薦入 学 （共通第1次
学力試 験を課す場合） の結果発表
（実施大学だけ）
各国立大学及び公立大学が試験実施
(A 日程グループ）
各国立大学及び公立 大学が試験実施
(B 日 程グループ）
一部の公立大学が誤験実施
各国立大学が合格者発表 （各公立大学もこれに準ずる）
（注） ①公立大学の笑施日程は， 一部の公立大学においては上表と異なる場合があるので注意すること。
②産業医科大学の実施日程は， 国立大学とほぼ同じである。
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@aQ8以甜⑤
人 事 異 動
－・..， ＠・＂＂＂舗前......，.......，
異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 ’合r句
・ 任命権者
採 用 6 2. 8. 25 土 井 美都子 臨時用務員（教育学部作業員） 富山大学長
6 2. 9. 1 大 西 武 士 教授（経済学部） 文 部 大臣
II 北 野 哲 技術補佐員（経理部主計課） 富山大学長
II 冨 樫 昇 技術 補佐員（経理部主計課） II 
II 平 田 賢 治 技術補佐員（経理部主計課） II 
II 坂 林 梅 松 臨時用務員（経済学部作業員） II 
II 藤 田 敏 教務補佐員（教養部） II 
II 本 田 善 彦 事務補佐員（附属図書館） II 
II 藤 木 禰三郎 事務補佐員（附属図書館） II 
昇 任 II 山 口 信 吉 助教授（工学部） 教授（工学部） 文 部 大臣
II 池 野 進 助手（工学部） 助教授（地域共同研究センター
）
富山大学長
死 亡 62. 8. 9 島 倉 重 二 事務長補佐（教育 学部）
公の
の附名加称 62. 8. 3 杉 本 新 平 教 授（教養部） 富学部山大学
学
長事
長務代富 理山大を学命経ず営る 短期大 文 部 大臣
公の
の消名称滅 6 2. 8. 1 3  杉 本 新 平 教授（教養部） 富学部山大学
学
長事
長務代富山理大を学免経ず営る 短期大 II 
学 内 諸 報
個師師岡帥脚＠閣＠
学内レクリエーション〈野球大会〉
本学レクリエーション委員会体育 部会野球班主催に
よる昭和6 2年度部局対抗野 球大会が， 去る7月1 3臼聞
から8月7 日幽までの間第2グランドで実施 さ れまし
た。
なお， 成績は次のと お り です。
優 勝 本 部
次 勝 工学部
優勝
本部
2 
5 
5 
3 
工学部附 属 図 害 館経済学部・ 教 養部 整基十部
本
部
理 学 部人文学部
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昭和62年度富山大学事務電算化要員養成研修会
昭和 62年度富山大学事務電算化要員養成研修会は，
8月24 B（月）か ら 8月28日 幽にかけて実施 さ れた。
概要は次のと おりである。
1 . 目的
富山大学における事務電算化を推進するに当たり，
事務電算に関して経験の ない職員に対し， 情報処理
及び 事務電算化に関する基 礎的 な知識の普及・啓蒙
を図ることを目的と する。
2. 研修期間
昭和 6 2年 8月24日 （月）～昭和 6 2年 8月28 日（金）
( 5 日間 ）
3. 研修会場
事務局大会議室， 事務電算室
4 . 受講者
(1） 受講対象 係長以下の職員で， 事務電算化要
員養成に関しての研修を受けたこ
と の ない者。
( 2） 修了者 l6名（別紙1のと おり）
5. 研修内容
(1) 講義
－事務電算化の諸問題について
－汎用言語について
－事務電算化 の現状と諜題
．電子計算機概論
・ システム 分析
－ コボ）（.，プログラミング
(2）実習
・ コ ボル プログラミング作成・実習
．電子計算機実習
6. 研修日 平呈
別紙2 の とおり
7 . 講師
(1) 講義
・経理課長
丸 地 善 朗
・経理課情報処理係長
森 井 正
・経理課情報処理係情報処理主任
太 田 則 春
・経理課情報処理係
土 田 敏 雄
・ 主計課総務係情報処理センター業務主任
高 井 正 一
(2）実習
・経理課情 報処理係長
森 井 正
・経理課情報処理係情 報処理主任
太 田 則 春
・経理課出納係出納主任
新 出 信 幸
・ 人事課任用係
朝 野 真
・ 人事課給与係
中 村 義 浩
・ 学生課教務係
川 上 重 信
8. その他
この研修については， 経理部経理課情報処理係が
担当する。
昭和62年度富山大学事務電 算化要員養成研修会修了者名簿
所 属 氏 名 所 属 氏 名
f育、 務 音日 経 理 部
庶 務 課 草 島 伸 雄 主 計 課 回 中 正 博
文 書 係 総 務 係
II II 
人 事 課 ill 原 卯 吉 主 計 課 村 道 俊 一
給 与 係 管 財 係
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経 理 部 教 育 学 部
経 理 課 池 田 真紀美 石 塚 久 博
給 与 係 学 務 係
会十且． 生 課 経 済 学 部
能 波 輝 之 片 桐 一E乙－ 
総 務 係 会 計 係
II 工 A十,,_ 苦E
竹 内 勝 杉 本 周 平
学 生 係 庶 務 係
入 学主幹付 II 
堀 和 賓 山 上 康 彦
入学試験係 学 務 係
部
人文学部 ・ 理学
笹 岡 博 史
教 養 部
稲 垣 克 己
学 務 係 会 計 係
教 育 学 部 附 属 図 書 館
北 治 夫 武 田 正 夫
会 計 係 受 入 係
昭和62年度富山大学事務電算化要員養成研修会日程
9 :oo 10: 00 11 : ()() 12 00 13 . 00 14 . 00 15 . 00 16 . 00 17 00 
40 10 30 
受 開 オ テ 事務電算化 汎用言語 事務電算化の現状
課
と
題
電子計算機概論
8月24日
の諸問題
に
について
経理課情報処理係
経理課情報処理係長
議 エ シ ついて 経理課情報処理係 土 田 敏 雄
森 井 正
（月） ン ヨ 経理課長 情報処理主任
付 式 ノ 丸地善朗 太 田 Qlj春
シ ス テ ム 分 析
コボソレフ。ログラミング
8月25日
主計課総務係情報処理センター業務主任
経理課情報処理係情報処理主任
（刈
高 井 正 三 太 回 目lj春
8月26日
コボルプログラム作成・実習
コボルプログラム作成・実習
(7'<) 経理課情報処理係 他 経理課情報処理係 他
8月27日
コボルプログラム作成・実習
コボルプログラム作成・実習
（村 経理課情報処理係 他 経理課情報処理係 他
閉
8月28日
電子計算機実習
（事務電算室） 電子計算機実習（事務電算室）
議
幽 経理課情報処理係 他 経理課情報処理係 他
式
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海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間
外国出張 友好学術 交流協 定を締結して 62. 8 .  3 
学 長 大 井 信一 中 華人民 共和国 いる遼寧大 学との交流促進及び中 国の大学等 の高等教育機
聞の教育 研究事 情視察
62. 8 .  12 
新しい手法による天然有機化 62. 8. 20 
理学 部 助教授 山口 晴司 アメ リカ合衆国
合物の合成 6 3. 8. 19 
中 国 経済の発展と地域構造に 62. 8. 25 
経済学部 教 授 中 藤 康俊 中 華人民 共和 国
関する 研 究 62. 10. 25 
アメリカ合衆国 ゲーム理論と数理経済学の研 6 2. 8. 28 
経済学部 助教授 中 山 幹夫
オラン ダ jE 63. 6 .  27 
海外 研修旅行 オーストリア， ス 気候変動及び 大気組成の変化
イス， 西ドイツ， が北方系及び 周 辺の森林生態 62 . 8. 1 
教 養 部 教 授 小島 覚 ノルウエ ，ー スウ 系に及ぼす影響に関する 計画
ェーデン， フィン 設 定検討会議への出席及び、ユ 62. 9. 1 
ランド， ソ連 ーラシアの森林生態系の 研究
6 2. 8. 1 
理学 部 教 授 堀越 叡 カナ夕、 黒鉱型鉱床の野外調査 研究
62. 9 .  1 
6 2. 8 .  5 
理学 部 教 授 松浦 郁也 中 華人民 共和国 日中米触媒シンポジ ウム出席
62. 8. 14 
国際明代戯曲小説 研 究学会参 6 2. 8. 6 
人文学部 助教授 礎部 彰 」仁1」、 湾
加 62. 8. 11 
6 2  8 18 
理学 部 助 手 大 藤 茂 韓 国 第16回太平洋科学大会参加
62. 9. 4 
日本と オーストラリアにおけ
る生物資源の管理に関する 共 62.  8. 20  
教育学部 助教授 高橋 春成 オーストラリア 同 研究をニューカッスル大学
のC . A . Tisdell教授と行う 62. 10. 15 
ため
連 合王国， オース · Lucie Maren 女史よ り 声 6 2. 8 .  22 
教育 学部 助教授 新井 文男 トリア， イタリア 楽 研究の指導助言を
受ける
・ ヨーロッパでの研 究資料収
集及び 音 楽事 情 の視察
62.  9. 22 
学部長 国際東京皮動物学会第六回 大会 62 8. 2 3  
理学 部 小黒 千足 カナダ
教 授 に出席 ・ 発表及び 研 究連絡 62. 9. 1 
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海外 研修旅行 国際腺皮動物学会第6 回大会 62 8. 23 
理 学 部 助 手 小松美英子 カナ夕、
に 出席 ・ 発表及び研究連絡 62 9. 1 
大陸リソスフェアの構造的発 62. 8. 23 
教育学部 E力 手 丸山 茂徳 中華 人民共和国 達とダイナミクスについての国際シン ポジウムに 出席及び
地質 調査
62. 9. 6 
研究 資料の収集及び英国の歴 62. 8. 31 
人文学部 助 教授 河村 貞枝 連合王国
史 研究者との交流 62. 10. 15 
アントワープ大学アメリンクス研究室
昨年夏， 京都で第11回の国際電子顕微鏡学会が聞か
れた。 オープニングのパーティ会場で， 初めて会った
アントワープ大学アメリンクス教授は， 豊かな白髪を
たたえた長身のヨーロッパ貴族を初ふっきせる紳士で
あった。 半月後に， ベルギーの彼の研究室で， 高分解
能電子顕微鏡による研 究に加わることになっていた私
は， 初めての海外 体験に， 一抹の不安を抱いていたが，
彼のエネル虫干ッシュではあるが暖かい人柄に勇気づけ
られた。 教授は膨大な研究発表を， 彼の共同研 究者と
行ってお り， 学会の重鎮である。 今回も， 12の研究発
表と 7 人の共同研 究者を伴つての来 日であった。
緑の野に赤い屋根の家々を眺めつつ， 着陸した草原
理学部助 教授 阿 部 俊 夫
の中の小さなアントワープ空港には， アメリンクス教
授の長い閉め共同研究者である小柄なウ守アン・ ランド
イツト教授が迎えに来てくれていた。 アメリンクス教
授は， 国際会議に続いて聞かれた， 中国でのサテライ
ト会議に 出席していて， 遅れての帰国予 定であった。
レンカ、、造りの家々の並ぶ石畳の道を， 猛スピードで音
高〈走る教授の車に， 右側走行ということもあって，
恐怖感さえ覚えた。 電柱の皆無の街並は， タイムカプ
セルに乗って見る過去の世界のようだった。 後になっ
て， ウ、アン ・ ランドイツト教授が大変なスポーツマン
であることを知った。
案内された研究室には， 超高圧電子顕微鏡を含めて
中世を今に伝えるゲント市のギルドハウス
4台の顕微鏡が， 同じフロアーに配置されていた。 こ
の内の新しい 3台が 日本製であった。 さらに， ll本製
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の 4 00KV高分解能電子顕微鏡の導入を予定していると
も話してくれた。 今さらながら， 日本の技術力の高さ
昭和62年9月1日発行 学
を知った思いだった。 装置類の説明の後， 研究データ
の繁異的な整理状況を見せてくれた。 1 日に 100枚以
上も撮影きれる電子顕微鏡ワイルム が， 全て4機種別
々に， 番号順に整理され保存されていた。 発表用に作
製した図面＼写真類も全てマイクロフィルムに収め，
番号を付し， さらに一部は 2組の番号付のスライドと
して整理・保存され， 2様の検索用ファイルによって，
寄易に目的の図面 ・ スライドが探せるようになってい
た。
この研究室の陣容は， 教授 2人の他に， 顕微鏡操作
に神技を発揮する身長 1 88 センチメートルのヴアン ・
テンデロ一助教授， 像の理論計算に新技法を開拓した
理論家のヴァン ・ ダイク助教授がノfーマネン卜のスタ
ップである。 研究員は移動が激しいようだったが． 多
いときには12人を数えた。 彼等の大部分は， 大学卒業
後， 学位取得のため大学に残った者であった。 ベルギ
ーに限らず， ヨーロッパの大学は日本のような大学院
制度を持たないようである。 大学から， 期限 7年の助
手としての給料を貰うか， 企業からの奨学金を得るか
して． 学位を目指して研究していた。 Ph.Dを持った
者も 3 人いた。 通常， 彼等は4年で学位を取るようで
あるが， 助教授のウァン ・ テンテローは2年で取得し
たとL汁。 彼等には10ヶ月の兵役義務が待ち受けてお
り， 学位を得ると， 研究を中断して銃を持たねばなら
ない。 良心的兵役十日舌には， 2年聞のアフリカでの現
地教員の道もある。 滞合：中に， 3 人の研究生が， l人
はアフリカへと去っていった。
アメリンクス研究室の今一つの特徴は， 研究メンバ
ーを支える型かな技術メンバーであった。 写真関係に
2 人， 顕微鏡保守に2 人， 試料作製と工作に 1 人， 図
面作製に 1 人という豪華な技官配置である。 彼等と女
性秘書l人に支えられて， 研究者は研究にのみ専念で
きるシステム である。 私の研究に， 合金の特殊な結晶
相が必要になった。 化学式と熱処理の条件を書いて，
試料作1）のエキスパ トである技官に依頼した。 1 週
間後， 美しい品僻を持った結晶が届く。 希望通りの結
品相が出来ているかどうか， 図面相当の技官に， X線
分析を依頼する。 翌日には， 必要な資料を添付して結
果が届く。 顕微鏡で見るためには， 極めて薄い試料が
必要である。高度の技術を要する過程である。 ニれも
試料作製の技官に依頼できる。 顕微鏡の観察は， 研究
者の分野である。 別の技官によって， よく調整された
電子顕微鏡を使�＂ ここぞ＼と思う視野を選び写真を
撮る。 緊張の一瞬である。 撮影したフィルム は， 写真
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担当の技官によって， 現像される。 私は， フィルム を
調べ， 部分的な大伸ばしを依頼する。 数時間後には，
出来上った印画紙が， 文献を調べている私の机に届く。
今， 振り返って思うのは， ベルギーでは何と多くの時
間を， 机に向って過ごせたことか。
アメリンクス教授は， ベルギー 原子力研究所の所長
でもあった。 チェルノブイリ原子力発電所の大事故を
契機として， ベルギーは原子力発電廃止へと方向転換
をし， 所長であるアメリンクスは行政で多忙であった。
それでも， 彼は原子力研究所に出る前， 必ず， 毎朝大
学に顔を出して， 研究員とデータについて議 論するの
を楽しみにしていた。 彼にとって， 研究は人生そのも
ののようであった。 同 室の助教授ヴアン ・ テンデロー
が， 逸話をいくつか話してくれた。 土曜日の夕方， 鍵
の掛かった研究 室の扉の前で＼途方に暮れた外国人が
立っていた。 聴けば， 今朝， 空港に着いたが， 出迎え
ると手紙をくれたアメリンクス教授が， いくら待って
も現れない。 尋ね尋ねて， ょうやく研究室に着いたが，
休日で誰も見つからず， 困り果てていたという。 アメ
リンクス教授の頭は， 研究データ以外 ， 記憶に留まら
ない仕組になっているという。 週末の彼の唯一の趣味
は， 論文を書くことだともいう。
10時と 3 時は， コーヒータイム である。 研究員と技
官が共に集し＼ ヴアン ・ タイク助教授のジョークに大
笑いしていた。 教授室には， 技術者と研究者が握手し
ているマンカ、、絵が額に入札 技術者と研究者の協力無
しには良い研究は無い， とし汁注釈が目を惹いた。 ベ
ルギーの多くの都市には， 中世の華麗なギルドハウス
が昔のままに残きれている。 建物だけでは無く， 専門
的技術者集団の伝統が， アメリンクス研究室には， 継
承されているように思えた。
ベルギーでの研究を終え， 帰途， ヨーロッパとアメ
リカ合衆国の主だった， 電子顕微鏡関連の研究室を訪
問した。 大きな規模の研究所はあっても， アメリンク
ス研究室に匹適する機能的な研究室は見い出せなかっ
た。 ベルギーの伝統の上に， アメリンクスが咲かせた，
貴族の夢， それが彼の研究室であったような気がする。
砂筆者は， 文 部省在外研究員（甲種）として， 昭和 61
年 9月16日から昭和62年7月15日まで10か月間「高
分解能電子顕微鏡による結晶学的研究を行うため」
ベルギーを主たる滞在地 としてヨーロッノ�5 か国と
アメリカ合衆国へ主張されましたので， 特に寄稿を
御依頼したものです。
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職 消 息員
〈新任者住所〉
経済学部
教 授 大 西 武 士
〈住所変更〉
教育学部
養護教諭 河 井 道 子
言ト 報
教育 学部事務長補佐島倉重二氏は， 昭和6 2年 8月 9
日不慮の事故により急逝されました。
島倉事務長補佐は， 昭和 25年 3月富山県立富山南部
高等学校を卒業後， 引き続き周年4月富山大学会計課
雇に命ぜられて以来， 昭和40年5月厚生課保健係長，
昭和45 年4月同 課 厚生係長， 昭和47年8月薬学部会計
係長， 昭和5 2年4月教育学部会計係長， 昭和5 5年4月
経理部主計課司計係長， 同 年1 0月施設課 企画係長を経
て， 昭和6 0年4月教育 学部事務長補佐に就任きれまし
臨時用務員 山 崎 みのり
教養部
講 師 大 川 信 行
教育学部事務長補佐 島倉重ニ氏逝去
た。
この間 37年の永きにわたり， 持前の適切な判断力と
責任感をもって， 職務を全うされるとともに， 一方に
お いては温かく部下をいたわり導き， 常に本学職員の
範として活躍されてお りました。 さらに ， 今後の本学
発展に御尽力いただけるよう期待されていただけに誠
にこの急逝が惜しまれます。
ここに御冥福を祈り， 謹んで哀悼の意を表します。
一職員会館の宿泊の御案内
＠利用 日 ……土 ・ 日 曜 日 及び祝 日 も利用でき ま すグ
＠申 し込み…利用 日 の 2 日 前 ま でに／／
＠門限時刻…午後10時……－－御協力を………グ
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主 要 行 事
29 日 附属中学校第 2 学期始業式
3 1日 教育学部教育実習運営協議会（中学校関係）
3 1日～ 教員養成実地指導（事前指導） ( 9月 1日
8月18日 まで）
本 部
～21 日 第3 1田中部地区学生補導厚生研究会東海地
区 －北陸地区研修会
20～21日 第20回東海・北陸 ・ 近畿地区経理系部長会
議（於：岐阜大学）
24～28 日 昭和 6 2年度富山大学事務電算化要員 養成研
修会（於：；事務局大会議室）
24～27日 企業説明会
26 日 第11回北陸地区会計事務担当者連絡協議会
（於：福井医科大学）
28日 共通第 1次学力試験実施担当者会議 及び 情
報処理連絡協議会（於：金沢大学）
2 8～29 日 庶務部レクリエーション（於：華山温泉）
29～30 日 学生 部 ・ 保健管理センターレクリエーショ
ン（於：芦原温泉）
3 1日 東海・北陸地区国立大学長会議（臨時）
（於：金沢大学）
昭和 6 2年度（第24回）東海 ・ 北陸地区国立
学校等会計事務職員研修会（ 9月 4臼まで）
（於：豊橋技術科学大学）
8月13 日 事務打合せ会
26 日 事務連絡会
3 1日 事務連絡会
8月
19～20 日 全国国立大学附属学校連盟校園長会研究会 ・
研修会（於：：ill郡市）
22～23 日 呉山会レク リエーション（於：芦原温泉）
経 済 学 部
8月
29 ～30 日 経済学部親睦会レクリエーション
（於：山中温泉）
8月11日 学科主任会議
13 日 事務打合せ会
24～29 日 大学院理学研究科修士課程入学願書受付
26 日 事務連絡会
3 1日 事務連絡会
エ
8月 5 日 係長連絡会
6 日 学部補導委員会
20 日 学部図書委員会
25日 第15回北陸三大学工 学部スポーツ交歓会
（於：福井大学工学部）
8月19 日 予算委員会
｜附属図書館｜
唱EA
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8月20 日 ワーキンググループと 富士通S Eとの打合
せ会
22 ～23日 附属図書館レクリエーション （於：片山津
温泉）
トリチウム科学センター
8月11 日 昭和 62 年度第4 回 富山大学トリチウム科学
報
一
一
川回ち持ム五回貝委営運夕、 ／セ
経営短期大学部
8 月
20 ～2 1 日 昭和 62年度国立夜間 短期大学事務長会議
（於：高松市）
資 料
人事院勧告について
人事院は， 昭和 62 年 8 月 6 日（木） 午後国会及び内
閣に対 し， 国家公務員法及び一般職の職員 の 給 与等に
関する法律の 規定に基づき， 一般職の職員の 給与につ
いて並びに一般職の職員の週休2 日制についてそれぞ
れ報告及び勧告を行いました。
勧告の概要 （本学関係分） は次のとお り です。
© 給与改定勧告
1 .  改定の内容
(1） 俸給表
別 記のとお り
(2） 諸手当
ア 医師の初任給調整手当（支給月額の最高限
度） 医ト）以外の医師 （医系教官等）
42,500円→43,500円（1,000円）
イ 住居手当
間 借家 ・ 借間居住者
基礎控除額 9,000円→1 1,000円
( 2,000円）
全額支給限度額 7,500円→ 9,500円
( 2,000円）
1/2加算限度額 7,500円→8,500円
( 1,000円）
なお， 基礎控除額の改定に伴い所要の経
過措置を講ずることとしている。
（イ） 持家居住者一一現行どおり
ウ 通勤手当
fア） 交通機関等利用者
全額支給限度額 20,000円→2 1,000円
( 1,000円）
1/2加算限度額 4,000円→ 5,000円
( 1,000円）
付） 交通用具（自転車 ・ 自動車等） 使用者
a ） 一般の 場合
5 km未満 2,000円
（現行どお り ）
5 km～lOkm未満 2,700円→ 3,800円
( 1, 100円）
lOkm以上 3,600円→ 5,000円
( 1,400円）
b ） 通 勤不便者の場合
lOkm～15km未満 5, 500円 ～ 6,000円
( 500円）
15km～20km未満 7,500同→ 8,100円
( 600円）
20km以上 9,600円→10,400円
( 800円）
2. 改定の実施時期
昭和 62年4 月 1 日
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20 241,4回 287 zoo 355叩3 392.4凹 487 帥O
21 246 700 293 000 362 300 399.100 494. 900 
22 252，凹O 298,800 369 5（附 405 700 500 900 
2'.l 257 0回 304 ,300 376.000 4 11 6曲 5唱曲。
24 261 900 却9 8Cll 381貌JO 417.4叫｝ 510以旧
25 265 7曲 315,300 386 1田 422回日
26 269田O 319守800 389 600 426.300 
27 273 200 323，印日 393.凹O 430加O
2R 276. 700 326 900 396.300 433.日O
29 279 300 330 100 399 sr日
30 281田O 333 3刷）
31 284 400 :ns 5 K> 
32 286 900 339 6α） 
33 2的却。 342,6削）
34 291 7口0 345.6凶
口 敏育聡俸給褒（司
｜＼撚 級 2 級 3 級 4 級
号 俸 俸 給 月 額 i拳 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
I'! 円 円 円
1 105,300 131 100 244 '700 332 200 
2 1凹問。 138.600 253, 700 341 600 
3 113 400 146, 100 262 600 351 100 
4 118守000 153 500 271,400 360 5回
5 123 300 160 900 280 300 369.9肌）
6 129 300 168,400 289,300 379 400 
7 135 900 175 900 298 200 388剖O
8 142、曲。 183,400 307 2()0 398 1回
9 150，田O 190回O 316, 200 407 400 
10 157.200 198 2回 325 200 416 7（）（〕
11 164守300 206 000 334' 100 425 6臥）
12 171,400 214 600 343, 100 434 0曲
13 178 500 223,400 351 700 441.60υ 
14 185,400 232 100 360 200 449. 100 
15 192 4凶 240 800 368 600 453 7叫）
16 199 300 249,400 376 9α） 
17 20E 2田 258 000 385,300 
18 213 000 266 500 393 600 
19 219，曲。 275 000 401,9日O
20 225,800 283,5。。 409,300 
21 231，曲O 292 000 416,500 
22 237 ,400 300。400 423 500 
23 242 900 308 900 430 3CO 
24 248 300 317.400 434 '5�0 
25 253 600 325 100 
2 6  258, 700 332,600 
27 263 '700 339,9佃
28 268,400 347,300 
29 273 田O 354 600 
30 276. 500 360,900 
31 279,9凹 367 oco 
32 283,2田 372,2011 
33 286 200 376 700 
34 288 700 381,200 
35 291 0冊 385 700 
36 293 300 388 7Cn 
37 295曲。
38 297 8回
39 300 000 
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ハ 教育職俸給褒同
＼ 獄 組 2 踊 " 組 4 級
り 1年 i1' I� I I 軒｛ 11降 車古 II Wil l拳 I.� II irt 俸 給 I I frt 
111 i'J Pl Pl 
105 3（附 1 1 3 . 400 以】約 aio .128 60" 
' 109 000 1 1 9 I 1】0 2 1 7 . 似IO 337 同叩
:i 1 1 3 4IXI 124 剣川 226. 800 345 5刷｝
4 1 1 8 . !Xltl 131 l!Xl 235 8似） 353. 800 
" 1 23 双同 138.6（附 244 . 70!〕 362 200 
Ii 1 2" 300 146. 100 253 7!Xl 370 500 
， L l 日 常IO 15:l 日川 262 600 378 9削
8 142 冊。 160.G川 271 4!Xl 387 000 
" 1 4 9 .  �刷。 168 . 400 2&l 300 394 匁lO
Ill 1 5 7 . IXlO 175 . 900 289 . 200 401 700 
I I  16.1 t号制｝ 183 4似｝ 297 900 408 . 3α） 
1 70 600 l別刷用 五J6 町lO 4 1 4 筑田
13 177. 100 198 2CD 314 000 420 Z加
1 4  183. 500 206 町田 322 0側） 42 5 , 300 
1 5 l 附 市O 2 1 4 . 6叩 329 qα〕 429 4側》
16 195 700 223 4CD 337 700 
201 7l〕。 232 I似｝ 345 3叩
18 207 4(附 240 800 353 000 
l‘｝ 2 1 3 100 24". 4山》 3曲師。
20 218 5削 25納 000 368 100 
223 刷。 266 . 5  0 375 冊。
白B ' 228 500 274.9叩 381 .4仰
23 233 l山〕 283 300 387. l凹
24 237 4山1 291 . 700 392 αm 
25 240 900 299 41附 396 000 
26 244 30() 306. 900 399 加。
i’7 247 却O 314 300 402. 400 
28 24G 900 32 1 . 3！附 405. 4！附
29 252 日 0 328 (l(Xl 
:\(\ 254 800 334 300 
:n 257曲。 340 . 500 
32 259 . 200 346 500 
日 26 1 . 3!M) 351 g、 。
34 357. 300 
35 362 （）刷、
36 366 . 100 
37 370 町3
3約 373 . 900 
39 376 500 
医療職俸給費
ロ 医療職俸鎗褒（司
同誌 l 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 純 8 級
•;· lが 11'給 ll iil l本I� I I 官n 11'1� I I 官自 1本給 I I 古（（ 伸 給 II 制 i事t� Jj制 i拳給 JJ 敵 11'給JJ I自
l'I l'I l'I i'l トリ ドl ドi ｝』l
99 6!K》 121 ＂＇旧 154 a】O 177 0以） 209 , 100 245 2冊 274 8削 334 100 
2 11\2. 91)() 127 4削｝ 1 62 . 10 0  184 700 2 1 7  lも O 254 300 2削 l附 346 古田
3 106 日附 134 曲。 169 5（同 192 400 226 出川 263 問。 297 500 358 5<0 
4 1 1 1  IXXl 140 . 6川 1 7 6 . 倒的 2叫｝ 耳〕0 235 4（則 272.9削 308 900 370 冊。
" l 1 5 . 5(Xl 147 3附 184 5 附 208 100 244 21l0 282 ：�〕O 320 .1以） 383 3《》0
6 l20. 4!Xl 153 則。 192 100 216 100 253. l叫】 291 制的 331 . 700 395 7刷1
125 91)() It誕｝ 邸）｛｝ 199 以�） 224.割削 261 町田 301 300 :l4:l 1 帥 41防 （）（）（）
討 132 ：�川 167 3!附 21r; 日K) 232. 200 270 6川｝ 3 1 0  71Xl 354 4同 420 3（旧
13純 71附 174. [()() 2 1 0  41Xl 240 .!XKI "'" 400 320, （�旧 365. 500 43?. 4似）
HI 144 . 6＜納 180 700 223 2削｝ �47 刷lll 28絹 4山） 329 3曲 375 900 444 5刷）
1 1  1 4'l 71XI 187 :!!XI 23il 7!MI 255 500 297 21附 :ns 600 386 . 11ゆ 451 以JO
154 ＼拠川 193 !Oil 238 IXJO 263 . JOO 305 7刷｝ 347 3！旧 395 100 458 2＜旧
J:l 159 民側｝ 198 抑制｝ 245.2削 270 600 3 1 3  800 :l5 5 . 900 402 !Xl() 464 3<拍
14 164 21旧 204 5以） 252 400 277 削0 321 4似） 363 曲。 4朗 700 470 000 
1 s  !ti柄引叩 210 （目。 2"9. 4川｝ 2H5 mo :m Goo 36G. 5刷｝ 4 1 5  400 475 . 4 ll0 
16 1 72 似叩 2 1 5  3川 266 2α） 290 明。 333 R以｝ 373 9（附 4 1 9 . 81Xl 479 900 
1 7 6 .  700 220 :11川 272. 600 296 . 200 339 2!Xl 378 出｝（） 424. l附
18 l民（） 7!X> 225.0川 278,800 :io1 日）（） 344 l!Kl 382.000 
1 9  18:! ""' 22G 600 28'.l 5!XI :105.40υ :l4H. l !Xl 3同 研｝υ
20 186 61Xl 233 91旧 287 日同 却g 2山） 352.000 389 tミIXl
lt<�\.'.l(l() 237 2似） 2Yl . 300 3 1 ' .  700 355 81附
22 191 400 239 �（）（） 294 20υ 3 1 6 . 100 35＇み 600
l:l 19:l 400 242 2似｝ � 6 則。 .1 19 l!Xl 363. 200 
24 244 500 299 400 321 側）（）
25 246 鵠叫｝ 30� 以][I 324 7削
26 249 ('()() ヨ）4 . 5!X)
27 306 9!旧
2討 309 3白j
Ed 苛’ム
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ハ 医療聡俸給褒同
｜＼ 出 級 ワ 棋 3 抽 � 級 ， 、 融 6 揖
毛，；. I年 IH� H 制 俸給 JJ tn 1年給 rJ tn M同日 H tn 俸給 H 制 俸給J j制
llJ ドl 円 l'J ドl I l'I 
104.4（附 120.冊。 H当O 80<〕 180 700 2附匝附 �«＇. 3<X.、
2 108 2凹 125 . 以DO 167 . 100 187 6削 217 2()(1 248. 7l)l) 
3 1 12 . 200 131 100 173.9似J 194 . 400 224 . &Xl 257 . 300 
4 1 1 6  I回 137. I冊 180 開。 201 . 3仰 232 4lKl 266.2削
5 120.αm 143 白JO 187 400 208 100 239. 900 275. :lOO 
6 125 600 148 900 194. 100 215 100 247 2ぽ】 284.4仰
7 131 .加。 154 冊。 200 800 222 000 254. 50\l 293 5川
B 136 9凶 160.600 207 400 229 加。 26 1 削｝ 302 . 70<> 
9 142 BOO 166 400 214 .  H却 235.9加 268 9冊 31 1 8同》
10 148 5日O 172 . 2α3 220 700 242 .  700 276.0<Xl 320. 開。
1 1  154 200 178 .000 227 3CO 249 目。 283 I臥1 330 0肌｝
1 2 159 7田 l田 700 233 900 256 加。 290 3加 33示900
13 165 1曲 18q 3以） 240 400 262 叩O 297 500 347利目
14 170,400 194 7以J 247 000 269図。 304 600 356 . 3<)1 
15 1 7 5 . 600 200 lα1 253 6同｝ 276. 10<1 31 1  800 364 .7川
16 180 7伺 205 500 260.0（附 282 . 500 318 9刷 372. 4<X1 
17 185 700 210 .BOO 266. 300 289 師、 325 7，刷） 380 llll\ 
IR 190 600 215 気回 272 500 295 3ο。 331 7加 387. I冊
19 195.400 221 ぼ咽 278 6叩 301 出JO 336 .4佃 393. 4l附
20 2凹 100 226 I凶 284. 6臼） 307 曲。 340 . 7冊 397 . 5似1
21 204 700 231 . 200 おO 冊。 312 . llXl 345 . 1曲 401 .400 
22 209 . 100 236 100 296.3剖 317 000 348.600 405 . 1()(1 
23 213 400 241 100 301 0凹 320 7田 352 師同
24 217 2加 246 IC抽 却5 . 400 324 3凹 354 . 7凶
25 220 8回 251 100 309 . 7口口 327 6田
26 224 1凹】 256,000 313 ，旬。 330, 500 
27 227 300 2帥 400 316 2出） 333 3日0
28 230 300 264 5曲 318. 900 335 . 900 
29 232 冊。 268 500 321 500 
30 235 200 271 100 324 100 
31 237.曲。 273 曲。 326 6日』
32 239,8刷〕 276 1田
33 242 開。 278 5田
34 280 9:10 
指定取俸給褒
号 理匙 障 給 !l 額
円
468 0凹
2 5 1 6 ， （均O
3 575 町田
4 636.0曲
5 曲5,()()()
6 737 ,000 
7 &JI 似）（）
8 864 曲。
9 926，加O
10 985 加O
1 1  I 043 , 000 
12 l 田5 000 
耳1r nc備考
1 各俸給表の備考 は， 現行 ど お り と す る 。
2 改定後の俸給表適用 の 日 に お け る 職 員 同職務の級 且 び
号 俸 は
， そ の
適用 の
日
の前 日
に お け
る 職務
の 級 及
び号俸
と 同 ー と す る 。
《hv司’A
昭和62年9月1日発行
＠ 週休 2 日 制 改定勧告
毎4週間 につ き 各庁 の 長が職員 ごとに指定する
2 の 土曜 日 （ 交替制勤務職員等 にあっ ては， 4時
聞の 勤務時聞が割 り振 ら れ ている 日 ） の 勤務時間
は， 当 分 の間 勤務を要 しない時間とすること。 な
お， 新規採用職員等 の勤務を要 し ない時聞の指定
は， 別 に 人事院規則 で定めるとこ ろ によるものと
すること。
学 報 第286号
2 . 職務 の 特殊性 又 は宮庁 の 特殊の必要によ り ， 1 
により難い職員については， 各 庁 の 長は， 別 に勤
務を要 し ない時間を指定することができ るものと
すること。
3. 勤務 1 時間 当 た りの 給与額は ， 1 又は 2 による
短縮後の 勤務時間 に 基 づ き 算出するものとするこ
と。
＠ 構内 での 自 動車等の運転 は， 教育 ・ 研究に支障 を
来 さ な い よ う 安全運転 に努め定め ら れ た 交通方法，
歩行者の安全及 び騒音防止 に努め ま し ょ う ．グ
！ 昭和62年度国 家公務員健康週 間 ； ! 昭和62年 1 0 月 1 日 ～ 7 日 i ； 健康増進の三冠王 ／ ゆ っ く り 運動， ： 
す っ き り 休養， ほ ど よ い栄養 t 
\.. ..  _ ... ＿ ・..... ...... ......... ......... .........－－・e・....._ .... . .... .. ..... .. .... . ........ .......... ....... . ..... ・....... ........ ...... .. .....ふ
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昭和62年度教職員文化展作 品募集
教職員文化展 日 時 11月4 日 制 ～6 日 幽
会 場 学 生 会 館
教職員 ・ 家族 の展示作品を募集してお り ます。i
く わ し く は， 庶務部 人 事 課職員係 （ 内 線212 1 I 
にお 問い合わせ く だ さ い。 I 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町1丁 目 5-18
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
。。句EA
